（6）福岡県大牟田市・大牟田恵愛園（身体障害者入所授産施設）

→ 平成19年１月より「たんぽぽ」（新体系事業）に移行

※コンサルタント：(有)エムケイブレーン

　●モデル事業取り組み以前の作業の内容 （※工賃水準ステップアップ対象科目）
　　※弁当事業、レストラン事業、ショップ事業

　　・クリーニング事業

　●工賃水準ステップアップの方向性

　　→ 19年１月に新体系事業（Ａ型、Ｂ型、就労移行支援、自立訓練、生活介護）に移行

→ 弁当事業に加え、新たにレストラン事業を立ち上げ、Ａ型利用者には最低賃金、Ｂ型利用者には最低賃金の１／３を支払える工賃水準を確保する

　●工賃アップ目標達成のための改善計画の概要

　（レストラン事業） 

・19年１月より新規にレストランを立ち上げ、１日売上げ５万円を目指す

・リピーター確保

　（弁当事業）

　　・製造体制の強化　・配達エリア拡大　・夕食弁当スタート　・配食サービスの充実

　（ショップ事業） ・健康、手作りなどにこだわった食品等の販売　・地元の野菜直売

　●計画実行スケジュールの概要

　 ※18年度 － レストラン「そよかぜ」（新規事業）の立ち上げ、など

 ※19年度以降 － 各種事業の売上げ増に向けた対応、など

（レストラン事業）リピーターの獲得、メニューの見直し、など

　　（弁当事業）　　　チラシの配布、メニューのマンネリ化への対応、など

　　　（ショップ事業）　チラシの配布、健康にこだわった商品を増やす、など

　●地域ネットワーク会議の委員の選定プロセス

　　　コンサルタントと施設関係者で「地域ネットワーク会議のあり方」について検討を行った結果、地域のみなさんにレストラン・弁当事業について知っていただくため、またレストラン・弁当事業の宣伝をしていただけるのではということで、できるだけ幅広くメンバーを集めたほうがいいのではというアドバイスをコンサルタントからいただき、地元の行政、校区の代表、商店街組合の代表、ＮＰＯ団体など多くの方に声をかけて会議を構成していくことになった。
　●具体的数値目標と達成度
	
	17年度実績
	18年度の実績

（事業完了時点）
	19年度の目標
	最終目標

（20年度）

	平均工賃

(目標)金額
	22,981円
	実績： 27,929円

目標：　30,000円
	50,000円
	50,000円


　●モデル事業における効果

　 ① 利用者への効果

 売上げアップの意識が利用者にも出てきて、自らチラシの配布、レストランや弁当の宣伝を知人や友人にする人も出てきた。

 ② 職員への効果
　　・ 初めてコンサルタントと協働で事業振興に取り組み、市場調査の重要性、営業の重要性、新たなメニューの開発、各マニュアルの作成等、専門的学習の場となった。

　　・ 物事を分析し、課題を見つけ、改善計画を考え、行動することの重要性を学んだ。

　　・ 以前は福祉的就労という意識が強かったが、一般のレストラン・弁当業界と競争していく意識が芽生え、製品・接客・能率など各職員が考えを持ちはじめた。

 ③ 施設全体への効果
　　・ 工賃を上げていかなければいけないという職員の意識が以前より高まった。

　　・ ネットワーク会議を行うことにより、施設の作業について第三者から率直な意見を聞くことができた。その中で、宣伝の方法、販売の仕方、地域の人たちの率直な意見など具体的なアドバイスをもらえた。新たなネットワークがひろがった。

　●今年度の取り組みにおける反省点、今後の課題・展望

（今年度の反省）

・ 課題に対して取り組みがうまくいった場合はいいが、うまくいかなかった場合、課題がそのままになり、改善されないままの状態になることも多い。

・ 目標に達することができなかった理由の分析が不十分。

　（今後の課題・展望）

　　・ 営業力の強化、メニューの充実など、今後の課題と対応策に基づき来年度初めには目標売上げに達していく予定。

　●コンサルタントの総合評価

　　・ 若干の混乱や難しさはあったものの、レストランの開業に至るまでは大きな問題もなく無事に進めることができた。

　　・ 施設職員も協力的であり、コンサルタントや専門家の指導があったとはいえ、計画の主な部分を自分たちで担ったのは、大きな自信につながったと考えられる。

　　・ お客様の顔の見える商売であることは施設にとって効果があった。開業後、地域の一員であるという自覚や事業に対する意欲が一層増したように感じられる。
　●工賃水準ステップアップ事業（モデル事業）の進め方に対する意見・提案

　（モデル事業実施施設の立場から）

　　・ まず、職員間での工賃アップについての議論を十分に行い、担当職員だけでなく、施設全体で工賃アップへ取り組んでいくことが重要。特に理事長・施設長の前向きな姿勢が重要。利用者や家族との話し合いを行っていくことも大事。

　　・ 決してコンサルタント任せではうまくいかない。施設が主体性を持つことが大事。

　　・ コンサルタントだけでなく、地域の第三者とのネットワークを作ることも重要。
　（コンサルタントの立場から）

　　・ 利用者ともコミュニケーションを取り、その意欲や能力をよく把握しておくこと。

　　・ 事業に対する意気込みが強く、また自ら顧客の視点に立ってサービスを一気に手広くやりたがる傾向が見られる施設もあると思うが、経営の視点から内容を絞って集中させ、成長の視点から組織のキャリアパスを描くような戦略を取るのが望ましい。

　　・ モデル事業単体に囚われず、既存事業やその他の資産、ネットワークなどの活用や連携を十分に行っていくべき。

　　・ 指示等は書面で行い、チェックリストとして可視化するべき。

　　・ 地域からの協力は重要。協力の中身とは、むしろ口コミや率直な意見など事業を補佐していく部分において非常に大きい。






























⑥大牟田恵愛園（身体入所授産施設）





⑥大牟田恵愛園（身体入所授産施設）
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